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近
代
日
本
研
究
第
十
二
巻
（
一
九
九
五
年
）

「
民
間
雑
誌
」

編
集
長
中
上
川
彦
次
郎
の
書
翰
に
つ
い
て

福
津
研
究
セ
ン
タ
ー
は
、
一
九
九
五
年
の
七
夕
大
古
典
籍
入
札
会
に

お
い
て
一
通
の
中
上
川
彦
次
郎
書
翰
を
入
手
し
た
。
そ
れ
は
明
治
十
一

年
四
月
四
日
付
で
、
中
上
川
が
丁
度
「
民
間
雑
誌
」
の
編
集
長
を
務
め

て
い
た
時
の
も
の
で
あ
る
。
書
翰
は
「
民
間
雑
誌
L

の
一
読
者
（
福
田

甚
助
）
か
ら
の
質
問
状
に
応
え
て
書
か
れ
た
。

「
民
間
雑
誌
」
編
集
担
当
者
宛
福
田
甚
助
書
簡

馬
牌
風
ノ
一
症
両
三
年
前
ヨ
リ

各
区
一
一
発
リ
当
十
一
区
昨
秋
ノ
頃

殊
ニ
多
〔
三
四
歳
乃
至
八
九
歳
〕

死
ニ
就
ク
児
童
不
少
噴
日
再
ヒ

萌
芽
ノ
模
様
子
ノ
為
一
一
親
タ
ル
ノ

西

J捧

子

直

人
々
大
一
一
コ
レ
ヲ
愁
ト
イ
へ
ト
モ
術
ナ
シ

歎
生
声
市
ニ
ア
フ
レ
拠
テ
貴
社
一
一

訴
フ
奇
薬
妙
術
御
探
得
ル

事
モ
ア
ラ
ハ
世
上
患
者
ノ
タ
メ
ニ

広
告
ア
ラ
ン
コ
ト
是
祈

十
一
年
三
月
廿
五
日

東
京
三
田

慶
鷹
義
塾
出
版
社
御
中

こ
の
質
問
状
に
対
す
る
中
上
川
彦
次
郎
の
返
書
は
以
下
の
通
り
で
あ

る。

261 



三
月
廿
五
日
附
を
以
て
御
報

知
之
馬
牌
風
の
三
症

云
々
ハ
当
今
専
ら
申
し

は
や
し
候
ヂ
フ
テ
リ
ヤ
病

一
一
而
ハ
無
之
哉
一
一
被
存
申
候

右
ハ
先
日
衛
生
局
よ
り
報

告
有
之
子
防
法
之
大
略

記
載
致
し
有
之
候
右
報
告
書

ハ
当
社
雑
誌
三
月
廿
七
日
同
廿
八
日

両
日
之
同
局
録
事
欄
中
に

登
録
致
し
有
之
候
一
一
付
疾
く

御
覧
済
之
事
と
存
し
別

段
不
申
上
候

右
貴
報
ま
で
如
此
御
座
候

早
々
拝
復

封
筒
（
表
）
「
羽
後
国
秋
田
郡
五
十
日
村
福
田
甚
助
様
」

（
裏
）
「
十
一
年
四
月
四
日
東
京
三
田
二
丁
目
十
三
番
地

慶
鹿
義
塾
中
上
川
彦
次
郎
」
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民
間
雑
誌

編
輯
所

中
上
川
彦
次
郎

右
二
通
の
書
翰
か
ら
次
の
よ
う
な
い
き
さ
つ
が
わ
か
る
。
秋
田
郡
五

十
目
村
（
現
秋
田
県
南
秋
田
郡
五
城
目
町
｜
ご
じ
よ
う
め
ま
ち
｜
）
の

福
田
甚
助
な
る
人
物
か
ら
慶
麿
義
塾
出
版
社
に
、
近
年
馬
牌
風
な
る
病

気
が
流
行
っ
て
困
っ
て
い
る
の
で
、
そ
の
対
処
法
が
わ
か
れ
ば
広
告
し

（

1
）
 

て
ほ
し
い
と
い
う
依
頼
が
届
い
た
。
そ
れ
に
対
し
当
時
慶
慮
義
塾
出
版

社
で
「
民
間
雑
誌
」
の
編
集
長
を
し
て
い
た
中
上
川
彦
次
郎
、
が
、
馬
牌

風
と
は
恐
ら
く
ジ
フ
テ
リ
ヤ
の
こ
と
で
、
ジ
フ
テ
リ
ヤ
に
関
し
て
は
既

に
「
当
社
雑
誌
」
に
記
事
を
掲
載
し
た
の
で
、
そ
れ
を
参
照
し
て
ほ
し

（

2
）
 

い
と
答
え
た
の
で
あ
る
。
「
民
間
雑
誌
」
の
明
治
十
一
年
一
二
月
二
十
七

日
と
二
十
八
日
付
第
百
四
十
五
お
よ
び
百
四
十
六
号
を
見
る
と
、
第
一

面
の
衛
生
局
録
事
欄
に
内
務
省
衛
生
局
報
告
第
七
号
と
し
て
ジ
フ
テ
リ

ヤ
病
の
概
要
と
「
予
防
心
得
」
が
掲
載
さ
れ
て
い
た
。

「
民
間
雑
誌
」
は
そ
の
目
的
に
、
こ
の
往
復
書
翰
に
見
ら
れ
る
よ
う

な
地
方
の
読
者
と
の
交
流
を
う
た
っ
て
い
た
。
福
揮
が
執
筆
し
た
緒
言

に
い
わ
く
「
我
輩
都
会
の
地
に
居
て
田
舎
民
間
の
事
情
を
知
る
に
由
な

し
。
若
し
田
舎
に
有
志
の
土
あ
ら
ば
、
左
の
箇
僚
に
付
、
地
方
に
て
聞

見
せ
し
次
第
と
事
柄
に
付
、
不
審
な
る
次
第
と
、
人
民
の
た
め
に
願
ふ

可
き
次
第
と
を
、
廉
書
に
記
し
て
当
社
へ
報
じ
給
は
る
可
し
。
社
の
記

東
京十
一
年
四
月
四
日

福
田
甚
助
様梧
右



「民間雑誌」編集長中上川彦次郎の書翰について

者
は
諸
方
の
報
告
を
参
考
し
て
、
こ
れ
を
西
洋
の
諸
書
に
質
し
、
其
義

を
意
訳
し
て
、
勉
め
て
報
告
の
旨
に
答
ふ
ベ
し
。
」

こ
こ
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
福
津
は
、
地
方
か
ら
は
現
状
に
関
す
る
情

報
を
得
、
地
方
へ
は
正
し
い
情
報
を
提
供
し
啓
蒙
す
る
こ
と
を
こ
の
雑

誌
の
使
命
と
し
て
い
た
。
そ
の
意
図
が
こ
の
往
復
書
翰
に
は
ま
さ
に
表

れ
て
い
る
。
福
津
の
考
え
通
り
、
慶
隆
義
塾
出
版
社
が
情
報
セ
ン
タ
ー

と
し
て
の
役
割
も
果
た
し
て
い
た
こ
と
が
実
証
さ
れ
た
と
い
え
る
。

と
こ
ろ
で
「
民
間
雑
誌
」
は
一
度
終
刊
し
、
二
年
ほ
ど
し
て
復
刊
さ

れ
て
い
る
。
初
刊
は
明
治
七
年
の
二
月
で
、
緒
言
に
よ
れ
ば
「
毎
月
一
二
、

四
度
づ
斗
」
の
予
定
で
あ
っ
た
の
が
不
定
期
と
な
り
、
明
治
八
年
六
月

に
終
刊
を
迎
え
た
。
次
に
こ
れ
を
体
裁
的
に
も
内
容
的
に
も
受
け
継
い

だ
か
た
ち
で
、
明
治
九
年
九
月
「
家
庭
叢
談
」
が
刊
行
さ
れ
た
。
福
津

は
「
近
来
諸
方
に
雑
誌
新
聞
の
類
出
板
多
け
れ
ど
も
、
中
に
就
い
て
雑

報
雑
記
な
ど
い
ふ
箇
僚
を
見
れ
ば
、
：
：
：
其
文
面
如
何
に
も
き
た
な
く

し
て
、
家
族
親
子
の
間
に
て
読
に
苦
し
き
も
の
な
き
に
非
ず
。
：
：
：
今

こ
の
冊
子
に
は
全
く
斯
る
醜
体
を
脱
し
、
家
内
朝
夕
親
子
物
語
の
種
に

も
な
る
べ
き
事
柄
を
記
さ
ん
」
こ
と
か
ら
表
題
に
「
家
庭
」
の
文
字
を

配
し
た
と
述
べ
て
い
る
「
発
行
回
数
は
月
十
回
で
あ
っ
た
。
更
に
こ
れ

が
明
治
十
年
四
月
に
再
び
「
民
間
雑
誌
」
と
改
称
さ
れ
た
。
明
治
七
年

か
ら
八
年
に
か
け
て
刊
行
さ
れ
た
も
の
と
区
別
し
て
再
刊
「
民
間
雑

誌
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
表
題
が
「
民
間
雑
誌
」
に
一
戻
る
際
、
体
裁
が

変
わ
り
新
聞
型
に
な
っ
た
。
今
回
の
書
翰
に
関
係
す
る
「
民
間
雑
誌
」

は
こ
の
再
刊
「
民
間
雑
誌
」
で
、
雑
誌
と
銘
打
ち
つ
つ
も
、
そ
の
実
体

は
新
聞
で
あ
っ
た
。
は
じ
め
は
週
刊
で
あ
っ
た
が
、
福
津
は
日
刊
に
す

る
こ
と
を
目
指
し
て
お
り
、
次
第
に
間
隔
が
狭
め
ら
れ
、
中
上
川
を
編

集
長
に
迎
え
る
と
同
時
に
明
治
十
一
年
三
月
一
日
よ
り
日
刊
と
な
っ
た
。

こ
の
よ
う
に
形
態
は
変
化
し
た
が
、
先
に
述
べ
た
地
方
読
者
と
情
報

交
換
を
行
な
う
と
い
う
編
集
方
針
は
「
民
間
雑
誌
」
「
家
庭
叢
談
L

再

刊
「
民
間
雑
誌
」
の
一
一
一
誌
に
貫
か
れ
て
い
た
。
こ
の
独
自
で
ユ
ニ
ー
ク

な
試
み
は
、
明
治
十
一
年
五
月
十
九
日
に
掲
載
さ
れ
た
社
説
「
内
務
卿

の
凶
聞
」
を
め
ぐ
っ
て
警
視
局
の
干
渉
を
受
け
、
再
刊
「
民
間
雑
誌
L

が
廃
刊
に
な
っ
た
後
は
、
明
治
十
三
年
知
識
交
換
、
世
務
諮
詞
を
目
的

と
し
て
発
会
し
た
交
詞
社
の
機
関
誌
「
交
詞
雑
誌
」
に
受
け
継
が
れ
て

L
r
、

注
（1
）
馬
牌
風
（
ぱ
ひ
ふ
う
）
は
ジ
フ
テ
リ
ヤ
の
漢
方
名
。

（

2
）
中
上
川
彦
次
郎
は
福
津
諭
吉
の
甥
で
、
明
治
二
年
よ
り
慶
麿
義
塾
に
学

び
、
慶
臨
忠
義
塾
、
中
津
市
学
校
、
宇
和
島
の
洋
学
校
な
ど
で
教
鞭
を
と
っ
た

後
、
明
治
七
年
十
二
月
よ
り
十
年
十
月
ま
で
ロ
ン
ド
ン
に
留
学
し
た
。
帰
国

後
「
民
間
雑
誌
」
を
日
刊
と
す
る
こ
と
を
目
論
み
、
人
材
を
探
し
て
い
た
福

津
に
乞
わ
れ
て
、
十
一
年
三
月
一
日
編
集
長
に
就
任
し
た
。
福
津
は
中
上
川

と
「
民
間
雑
誌
」
に
大
い
に
期
待
を
寄
せ
て
お
り
、
明
治
十
一
年
一
月
十
日

付
松
倉
陶
宛
書
翰
で
は
「
当
出
版
局
に
て
発
免
い
た
し
候
民
間
雑
誌
も
主
任

の
者
無
之
、
不
都
合
に
候
処
、
今
後
は
小
幡
中
上
川
も
力
を
尽
す
べ
し
と
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申
義
、
左
様
相
成
候
は
X
新
聞
ら
し
き
新
聞
も
出
来
可
申
、
御
覧
可
被
下

候
」
と
述
べ
て
い
る
。
ま
た
就
任
後
の
四
月
六
日
付
中
川
横
太
郎
宛
書
翰
に

は
「
中
上
川
彦
次
郎
と
申
者
、
竜
動
へ
三
、
四
年
留
学
の
末
帰
国
、
主
任
と

し
て
毎
日
の
発
先
を
企
候
義
に
御
座
候
。
何
卒
御
社
中
へ
御
吹
聴
、
該
誌
の

流
行
御
周
旋
奉
願
候
」
と
あ
る
。
（
書
翰
の
引
用
は
『
福
津
諭
吉
全
集
』
第

十
七
巻
一
二
二
か
ら
二
ペ
ー
ジ
お
よ
び
二
三
四
か
ら
五
ペ
ー
ジ
）
。

（3
）
『
福
津
諭
吉
全
集
』
第
十
九
巻
五

O
七
ペ
ー
ジ
。

（4
）
『
福
淳
諭
吉
全
集
』
第
十
九
巻
五
五
七
ペ
ー
ジ
。
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（
に
し
ざ
わ

な
お
こ

福
津
研
究
セ
ン
タ
ー
嘱
託
）


